
9月15日立憲国民などの合流新党の結党大会が開催され
ました。枝野幸男代表が選出され、党名は立憲民主党とな
りました。

野党の大きな塊を求めてきたたけまさ公一は、新党の目
的は「8年後退し続けた日本の民主主義を前進させる」
「ポストコロナのあるべき日本の姿を国民に選択肢として
提起する」と位置付けてきました。

枝野新代表からは、「政権選択肢を示す」と演説で触れ
ました。9月16日の臨時国会では、菅義偉総理が選出され
ました。ようやく、与野党の大きな塊が政策を競い合う舞
台ができつつあります。

後は、野党の大きな塊として掲げる「旗」とその「中身」
です。

掲げる「旗」は
「国民主権」「議会主権」を実現します。

コロナ禍の半年間、国民の皆さんは日本の行政の仕組み
がいかに使えないかを痛感しました。正確な情報が伝わら
ない。責任の所在が不明確。マイナンバーカードシステム
の様に役に立たない。

また、安倍のマスク追加発注やGO TO トラベルの前倒
しの様に一部の人たちだけで物事が決められている。政府
と東京との対立は目に余るものがある。市町村のITシステ

ム同士の互換性がない。デジタル化は、必須ですが、その
前提は縦割り行政に横串（よこぐし）を通すことにありま
す。

総理が変わっても一強体制の頭が変わっただけで、たて
割り行政に「あぐら」をかいていては横串は通せません。

そのためにも、国会を開いて、政府は国会を通じて国民
に説明責任を果たさなければなりません。そして、与野党
は議論を深めなければなりません。国難、危機に臨んでは
与野党が協力して政府と共に乗り越えなければなりません。

それには、議会の力を強めなければなりません。国政調
査権は、国会議員一人一人にあるように変える必要があり
ます。以上により「国民主権」「議会主権」が確立します。

税の在り方は国のかたちを決めるとされています。イギ
リス型の食料品ゼロ％消費税の議論や所得税等税の議論か
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たけまさ 公一
立憲民主党綱領（抜粋）

1. 基本理念
「立憲民主党」は、立憲主義と熟議を重んずる民主政治を

守り育て、人間の命とくらしを守る、国民が主役の政党です。

私たちは、「自由」と「多様性」を尊重し、支え合い、人
間が基軸となる「共生社会」を創り、「国際協調」をめざし、
「未来への責任」を果たすこと、を基本理念とします。

私たちは、この基本理念のもと、一人ひとりの日常のくら
しと働く現場、地域の声とつながり、明日への備えを重視し、
国民の期待に応えうる政権党となり、この基本理念を具現化
する強い決意を持って「立憲民主党」を結党します。

2. 私たちのめざすもの
(ア) 立憲主義に基づく民主政治
(イ) 人権を尊重した自由な社会
(ウ) 多様性を認め合い互いに支え合う共生社会
(エ) 人を大切にした幸福を実感できる経済
(オ) 持続可能で安心できる社会保障
(カ) 危機に強く信頼できる政府
(キ) 世界の平和と繁栄への貢献



らも逃げません。

「旗」の中身は
地球温暖化対策 今年の豪雨、猛暑、コロナ感染症原因
は地球温暖化、気候変動にあるとして、再生可能エネルギー
買い取り制度の推進と共に、送電網整備の公的助成等、ま
た、パリ条約等国際的な枠組みも含め徹底した取り組みを
進めます。

デジタル化 個人情報保護を前提の上、縦割り行政をた
だし、政府各省庁、自治体相互の互換性を有するものとし
て強力に進めます。子どもたちのプログラミング教育など
IT人材の育成強化を進めます。リモート（働く、教育、医
療）政策を実現します。

地方分権・分散 コロナ禍で、東京一極集中の是正が欠
かせません。首都東京直撃の台風増加からもリスク（危険）
を分散する必要があるからです。道州制も含め、地方への
権限財源移譲とそれを進めるためにも埼玉（さいたま）等
の公共交通の充実を進めます。

ベーシックインカム 年金の抜本改革の議論も8年間止
まったままです。コロナ禍で、生活保護受給世帯も増えま
した。大学3年生の就活、企業採用枠等厳しい状況が予想
されます。。スペイン政府が導入を始めたベーシックイン
カム（最低保障）を日本でも進めます。

多様性、人材育成活用 LGBT、外国人などの多様性を
認め、その活躍の場を提供し、学校教育では、子どもたち
の個性を育み、職業教育の充実を図ります。氷河期世代な
どの能力開発のための支援は国を挙げて取り組みます。

半年間のコロナ対策の検証
NHKが8月末に放映した番組「ウイルス襲来 瀬戸際の

132日」では、3月19日の専門家会議の報告に「東京オリ
ンピック開催実現（延期決定発表3月24日）」が影響を与
えたことが触れられていませんでした。

秋から冬にかけて本格的なコロナウイルスの波が来る前
に、冷静にこの半年間を検証し、新型インフルエンザ特措
法改正など打つべき手を打つためにも、早期国会召集し政
府の説明を、ならびに与野党での真摯な議論を求めます。
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■第200回語る会参加費1,000円 お申込みは下記まで
立憲民主党埼玉県第1区総支部
（たけまさ公一事務所）
〒330-0074 さいたま市浦和区北浦和3-6-11 松本ビル2F
Tel. 048-832-3810 Fax. 048-832-3846
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たけまさ公一 1961年生まれの現在59歳。いわゆる普通
のサラリーマン家庭育ち。木崎小・木崎
中・浦和高校・慶應義塾大法学部政治学
科卒業。松下政経塾出身。1995年埼玉県
議初当選。
2000年衆議院議員初当選、以後6期務め
外務・財務副大臣・衆院憲法審査会会長
代理を歴任。2017年に議席を失うが国民
主権の理想を掲げ捲土重来を期す。日課
の駅頭演説に汗を流す日々。


